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伊方発電所第３号機 第２低圧給水加熱器３Ｂ入口抽気温度計の指示不良 

他５件に係る報告書の提出について 

 

 

 

 平成20年12月24日に発生しました伊方発電所第３号機 第２低圧給水加熱器

３Ｂ入口抽気温度計の指示不良他５件につきまして、その後の調査結果がまとま

りましたので、安全協定第 11 条第２項に基づき、別添のとおり報告いたします。 

 

今後とも伊方発電所の安全・安定運転に取り組んでまいりますので、ご指導賜

りますようお願い申しあげます。 

 

 

以 上 
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１．件 名 

伊方発電所第３号機  

第２低圧給水加熱器３Ｂ入口抽気温度計の指示不良について 

 

２．事象発生の日時 

平成２０年１２月２４日 １０時０５分（確認） 

 

３．事象発生の設備 

第２低圧給水加熱器３Ｂ入口抽気温度計 

 

４．事象発生時の運転状況 

通常運転中（電気出力９２０ＭＷ） 

 

５．事象発生の状況 

伊方３号機は通常運転中のところ、２次系の第２低圧給水加熱器３Ｂを加熱す

る第２抽気＊１の温度指示が振れていたため調査したところ、平成２０年１２月 

２４日１０時０５分、当該温度計に不具合があることを保修員が確認した。 

調査の結果、当該抽気管に設置している温度測定素子の断線による温度指示不

良であることを確認した。 

当該温度計は、発電再開時においてパラメータ確認に使用するもので、通常運

転時には使用しておらず、また、当該温度計は復水器内部に設置されており運転

中に補修できないため、次回定検時に当該温度計の取替を行うこととした。 

また、当該抽気温度については、第２低圧給水加熱器内圧力、復水温度等によ

り、異常のないことを確認した。 

平成２２年１月７日から開始された第１２回定検にて、復水器内部の当該温度

計の外観点検を実施したところ、温度測定素子が破断しているのを確認した。 

このため、当該温度計を新品に取り替え、温度指示の健全性を確認し、復旧し

た。 

なお、本事象によるプラント運転への影響および周辺環境への放射能の影響は

なかった。 

（添付資料－１） 

 

＊１ 第２抽気 

蒸気発生器への給水を加熱（第２低圧給水加熱器）するために、ター

ビンの途中から取り出した蒸気 
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６．事象の時系列 

  平成２０年１２月２４日 

１０時０５分 温度計の不具合を保修員が確認 

  平成２２年 １月１２日 

第１２回定検にて、復水器内部の当該温度計の外観点検を実施し、温度測定素

子が破断していることを確認 

平成２２年 １月２７日 

当該温度計を新品に取り替え、温度指示の健全性を確認し、復旧 

 

 

７．調査結果 

  当該温度計の指示不良の原因について、以下の調査を行い、要因の検討を実施し

た。 

（１）現地調査 

ａ．タービン制御系計器ラック等の調査 

現場温度計からタービン制御系計器ラック、タービン制御系計器ラックから

プラント計算機間の電気信号を確認した結果、タービン制御系計器ラック、プ

ラント計算機の設備に異常は認められなかった。 

 

ｂ．温度計の調査 

当該温度計のケーブル導通確認を実施した結果、導通がなく断線しているこ

とを確認した。 

なお、当該温度計の端子部の緩み等の接触不良は認められなかった。 

その後、復水器内部の当該温度計の外観点検を実施した結果、温度測定素子

が固定用袋ナット付近で破断しており、破断部付近の外表面に微小な傷を確認

した。 

（添付資料－２） 

ｃ．温度計の取り付け状況 

復水器内部の当該温度測定素子は固定金具によって第２低圧給水加熱器本

体に固定しているが、第２低圧給水加熱器本体と温度測定素子にわずかな隙間

（約 3mm）ができる寸法・形状の固定金具が取り付いており、タービンから復

水器に排気される蒸気の流れにより振動しやすい状態であることを確認した。 

また、固定金具と接触する温度測定素子の外表面に振動による摩耗が認めら

れた。 

               （添付資料－２） 

（２）保守状況の調査 

当該温度計の保守状況を調査した結果、前回の第１１回定検（平成２０年９

月～１１月）にて第２低圧給水加熱器３Ｂの抽気管取替のため、当該温度計を

取り外し、取り付け後、導通抵抗測定、絶縁抵抗測定、周囲温度との指示比較
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確認を行い、健全性を確認していた。 

 なお、第１１回定検以前は取り外し、取り付けを実施した実績はなかった。 

 

（３）類似箇所の調査 

今回、指示不良があった温度計と同様の形状、環境で使用している温度計（３

箇所）についても外観点検を実施した結果、類似低圧給水加熱器本体と温度測

定素子に当該温度計ほどの隙間は認められず取り付けは良好であった。 

また、温度測定素子にき裂等の損傷も認められなかった。 

 

 

８．推定原因 

当該温度計の温度測定素子が破断した原因は、第１１回定検にて取り外し・取り

付け時の固定用袋ナットの脱着、復水器側壁からの引き抜き、挿入したときに温度

測定素子の固定用袋ナット付近の外表面に微小な傷が生じた。さらに、温度測定素

子を第２低圧給水加熱器本体との間にわずかな隙間ができる寸法・形状の固定金具

で取り付けてあったことから、プラント運転中の振動により、この傷を起点とし破

断に至ったものと推定される。 

 

 

９．対 策 

（１）当該温度計を新品に取り替えるとともに、固定金具を隙間のない寸法・形状の

ものに取り替えた。また、類似箇所の温度計（３箇所）についても念のため今回

の第１２回定検にて固定金具を含め新品に取り替えた。 

 

（２）復水器内部の温度計を取り外しした場合は、温度計を新品に交換するとと

もに、固定金具については低圧給水加熱器本体と温度測定素子に隙間のできな

い寸法・形状とするように作業要領書に記載する。 

 

以 上  



 

 

 

 

添 付 資 料 

 

添付資料－１ 伊方発電所３号機 低圧給水加熱器まわり系統概略図 

 

添付資料－２ 伊方発電所３号機 第２低圧給水加熱器３Ｂ入口抽気温度計 

調査状況
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伊方発電所３号機 第２低圧給水加熱器３Ｂ入口抽気温度計
調査状況

添付資料－２

（Ａ部拡大）

温度測定素子

温度計ウェル

固定用袋ナット

約30cm

約70cm

第２抽気管
３Ｂ

第２低圧給水加熱器 ３Ｂ

温度測定素子 破断箇所（Ａ部）

わずかな隙間
（約3mm）

（固定金具の拡大）

破断箇所（Ａ部）
第２抽気管

３Ｂ

固定金具
（溶接取り付け）

温度計端子部

温度測定素子
（直径4.8mm）
（材質：ステンレス）

固定用
袋ナット

温度計ウェル

第２低圧給水加熱器 ３Ｂ

（固定金具の拡大（新品）） （破断部拡大）

直径
4.8mm

復水器
側壁

復水器
側壁
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